










はじめに 

先天異常モニタリングの方法には,広い人口集団において Population base もしくは

Hos-pital base で行うもののほかに,小さな集団において多面的かつ質の高い内容をもつ

モニタリングによって目的を達する方法も存在する。鳥取実地調査班はそのようなモニタ

リングの方法の開発を目指してきた。最終年度にあたる本報告は,各奇形の背景を地域格差,

および母親年齢などの生物学的背景において検討をおこなった。また,WHO コンサルテーシ

ョン報告にも述べられているごとく多発奇形の漸増の危機にたいするわが国の現状を 12

年間の鳥取調査の資料より検討を行ってみた。 


